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第４２回（２０１０年度）サントリー音楽賞は 

渡邊
わたなべ

順生
よ し お

氏に決定 

 

公益財団法人サントリー芸術財団（代表理事・堤剛、鳥井信吾）は、わが国の

洋楽の発展にもっとも顕著な業績をあげた個人または団体に贈る「サントリー音

楽賞」の第４２回（２０１０年度）受賞者を渡邊
わたなべ

順生
よ し お

氏に決定しました。 

 

●選考経過 

１．２０１１年１月１０日（月・祝）東京・丸の内の東京會舘において、選考

委員８名により第一次選考を行い、候補者を選定した。 

２．引き続き３月７日（月）東京・赤坂のＡＮＡインターコンチネンタルホテ

ル東京において最終選考会を開催、選考委員８名により慎重な審議の結果、

第４２回（２０１０年度）サントリー音楽賞受賞者に渡邊順生氏が選定さ

れ、３月１４日（月）理事会において正式に決定された。 

 

●賞金は７００万円。 

●贈賞理由は別紙のとおり。 

●選考委員は下記の８氏。 

   礒山 雅・伊東信宏・岡田暁生・岡部真一郎・白石美雪 

   楢崎洋子・沼野雄司・三宅幸夫 

                         （敬称略・５０音順） 
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＜贈賞理由＞ 

 

チェンバロ奏者として、フォルテピアノ奏者として、また古楽指揮者としての

渡邊順生氏の２０１０年における活動は、深い思索性と繊細な感受性の結合とい

うかねてからの美質に円熟した説得力を加えたもので、日本の音楽界における質

の部分を代表する高みに達していたと思われる。 

渡邊氏は２００９年１１月にバッハ《ゴルトベルク変奏曲》のすばらしいＣＤ

を詳細な解説付きで発表したが、２０１０年にはその成果が、近江楽堂（３月）、

国立音楽大学（１１月）などのコンサートで披露された。長年にわたる研究の蓄

積が洞察力豊かな解釈を生み出し、バッハそのものをして語らせる趣を呈してい

たのは脱帽の他なく、世界に誇りうる名演奏と評価できる。 

渡邊氏が継続的に行なっているテノール歌手ジョン・エルウィスとのプロジェ

クトは２０１０年にも行われ、シューマン・イヤーに華を添えた。なかでも横浜

みなとみらいホール（６月）、いずみホール（１０月）における《詩人の恋》全

２０曲オリジナル版の演奏は、フォルテピアノを弾く渡邊氏の貢献により、新し

い知見に満ちたものとなっていた。 

渡邊氏はそのエルウィスを福音書記者に起用してバッハ《ヨハネ受難曲》を 

（５月、神奈川県立音楽堂と一橋大学兼松講堂）、また彼のもっとも傾倒するモ

ンテヴェルディの歌劇《ポッペアの戴冠》（１２月、須坂メセナホール小ホール）

を、リュート・チェンバロを弾きつつ指揮した。それらは、渡邊氏の深い作品理

解と彼のもとに参集した若い演奏家たちの熱演を得て、日本の古楽界におけるバ

ッハとモンテヴェルディ演奏の今後の発展に、確かな足がかりを築くものであっ

た。以上の成果は、サントリー音楽賞の贈賞にふさわしいものである。 
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＜略 歴＞ 

 

渡邊順生（わたなべ・よしお） チェンバロ 

 

１９５０年４月２９日、神奈川県・鎌倉生まれ。ピアノを宅孝二、チェンバロ

を小林道夫らに師事。１９７３年、一橋大学社会学部卒業と同時にオランダへ留

学、アムステルダム音楽院にてチェンバロをグスタフ・レオンハルトに師事。  

１９７７年最高栄誉賞付ソリスト・ディプロマを得て同音楽院を卒業、さらにプ

リ・デクセランスを受賞した。その後ヨーロッパ各地にて演奏活動を行ない、  

１９８０年に帰国。以来、古楽器演奏の啓蒙と普及に努め、精力的な演奏活動を

展開し、チェンバロ、フォルテピアノ、クラヴィコード奏者及び指揮者として活

躍している。１９８４年古楽器のオーケストラ「ザ・バロックバンド」を結成し、

モンテヴェルディ、バッハ、ヘンデル、モーツァルト、ベートーヴェンなどの作

品を演奏した。 

フランス・ブリュッヘン、アンナー・ビルスマ、ジョン・エルウィスをはじめ

ヨーロッパの名手・名歌手たちと多数共演、ＣＤも多数リリースしており、  

「モーツァルト：フォルテピアノ・デュオ」（ＡＬＭレコード）で２００６年度

レコード・アカデミー賞（器楽曲部門）を受賞した。また、楽譜の校訂や論文の

執筆なども手がけ、２０００年秋、東京書籍より大部の著書「チェンバロ・フォ

ルテピアノ」（四六判８６８頁）を刊行（２００９年２月に第３刷刊行）、鍵盤

楽器の歴史に関する包括的な研究で注目されると共に、同書に準拠したコンサー

ト・シリーズやＣＤでも大きな反響を呼んだ。 

最近では、横浜における「山手プロムナード・コンサート」で様々な形態の音

楽会を企画するなど、啓蒙的な活動にも積極的に取り組んでいる。 

国立音楽大学、桐朋学園大学、東京音楽大学及び上野学園大学講師。 

 

 

 

以  上 
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（ご参考） 

 

サントリー音楽賞について 

 

 

公益財団法人 サントリー芸術財団では、１９６９年の設立以来、わが国にお

ける洋楽の振興を目的として、毎年、その前年度においてわが国の洋楽文化の発

展にもっとも顕著な功績のあった個人又は団体を顕彰し、「サントリー音楽賞」

（旧名・鳥井音楽賞）を贈呈しています。賞金は７００万円。 

 

これまでに「サントリー音楽賞」を受賞した方々は下記の通りです。 

 

第１回  １９６９年度  小林 道夫（ピアノ・チェンバロ・指揮） 

第２回  １９７０年度  堤  剛（チェロ） 

第３回  １９７１年度  三谷 礼二（オペラ演出） 

第４回  １９７２年度  小川  昂（理論・評論） 

第５回  １９７３年度  ＩＣＵオルガン委員会（国際基督教大学） 

第６回  １９７４年度  秋山 和慶（指揮） 

第７回  １９７５年度  栗林 義信（声楽） 

山根 銀二（評論） 

第８回  １９７６年度  芥川 也寸志と新交響楽団 

第９回  １９７７年度  常森 寿子（声楽） 

第１０回 １９７８年度  松村 禎三（作曲） 

第１１回 １９７９年度  吉原 すみれ（打楽器） 

第１２回 １９８０年度  妹尾 河童（舞台美術） 

特別賞  江戸 英雄（第１回日本国際音楽コンクール会長） 

第１３回 １９８１年度  柴田 南雄（作曲） 

第１４回 １９８２年度  外山 雄三（指揮） 

特別賞  原  清（ザ・シンフォニーホール建設グループ代表） 

第１５回 １９８３年度  鈴木 敬介（オペラ演出） 

第１６回 １９８４年度  豊田喜代美（声楽） 

第１７回 １９８５年度  日本テレマン協会（室内管弦楽団・合唱団） 

第１８回 １９８６年度  内田 光子（ピアノ） 

若杉  弘（指揮） 

第１９回 １９８７年度  岩城 宏之（指揮） 

第２０回 １９８８年度  林  康子（声楽） 



 5 

第２１回 １９８９年度  有田 正広（古楽演奏） 

第２２回 １９９０年度  武満  徹（作曲） 

第２３回 １９９１年度  尾高 忠明（指揮） 

第２４回 １９９２年度  練木 繁夫（ピアノ） 

第２５回 １９９３年度  五嶋みどり（ヴァイオリン） 

特別賞  ウォルフガング・サヴァリッシュ（指揮） 

第２６回 １９９４年度  和波 孝禧（ヴァイオリン） 

第２７回 １９９５年度  今井 信子（ヴィオラ） 

第２８回 １９９６年度  園田 高弘（ピアノ） 

湯浅 譲二（作曲） 

第２９回 １９９７年度  東京交響楽団 

第３０回 １９９８年度  林  光（作曲） 

第３１回 １９９９年度  三善 晃（作曲） 

第３２回 ２０００年度  飯守泰次郎（指揮） 

第３３回 ２００１年度  一柳 慧（作曲） 

第３４回 ２００２年度  小澤 征爾（指揮） 

             木村かをり（ピアノ） 

第３５回 ２００３年度  野平 一郎（作曲、ピアノ） 

第３６回 ２００４年度  西村 朗（作曲） 

第３７回 ２００５年度  鈴木 秀美（チェロ･指揮） 

第３８回 ２００６年度  東京混声合唱団 

第３９回 ２００７年度  細川 俊夫（作曲） 

第４０回 ２００８年度  小山 由美（声楽） 

第４１回 ２００９年度  大野 和士（指揮） 

 

特別贈賞 １９７９年６月 巖本真理弦楽四重奏団 

〃   １９９７年８月 黛 敏郎（作曲） 

 

 

 

以  上 

 


